
第二次世界大戦終結の時期に何が起きたのか？
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　米国、英国、中華民国は、大西洋憲章の方針を確認し、日本が
第一次世界大戦により得た太平洋の諸島、満州、台湾及び澎湖
島、朝鮮、それに「暴力および貪欲により日本国が略取した」他の
すべての地域から追い出さなければならないと宣言しました。

 しかし、千島列島は、樺太千島交換条約によって平和的手段で
日本が譲り受けたもので、「暴力および貪欲」により略取された地
域ではありません。ましてや、日本固有の領土である歯舞群島、色
丹島、国後島及び択捉島は、カイロ宣言に述べられた「日本国の
略取したる地域」にあたらないのです。

　米国と英国の両国は大西洋憲章で、第二次世界大戦での領土
拡張を求めない方針を明らかにし、ソ連は同年9月にこの憲章へ
の参加を表明しました。

（1945年7月）
　米国、英国、中華民国は、この宣言の中で、カイロ宣言の条項
は履行されなければならず、また、日本の主権は、本州、北海道、
九州及び四国並びに連合国の決定する諸島に限らなければなら
ないとしました。(ソ連は、8月8日に参加)

　米国、英国、ソ連がソ連領ヤルタで取り決めた秘密協定で、「ソ
連の日本宣戦。樺太南部と隣接する諸島のソ連への返還、千島
列島のソ連への引き渡し。」という内容でした。
　ロシアは、この協定を北方領土をロシア領とする根拠の一つと
しています。

　しかし、日本はこの協定の当事者でないため、これにしばられ
ません。また、北方四島は千島列島ではなく、北海道の一部です。
戦後、米国はこの協定の法的効果を否定しています。

　日ソ中立条約を無視して1945年8月9日に対日参戦したソ連
は、日本が降伏した（ポツダム宣言受諾）後も攻撃を続け、同8月
28日から9月5日までの間に、北方四島を不法占拠しました。
　これら四島の占領の際、日本軍は抵抗せず、占領は無血で行わ
れました。
　各島を占領したソ連軍は、電信。電話などの通信施設を破壊・
強奪し、さらに船の航行を禁止して島民の自由を束縛し、本土と
の連絡を遮断しました。

　日本は、千島列島・南樺太の権利、権限及び請求権を放棄しま
した。

　しかし、放棄した千島列島には択捉島、国後島、色丹島、歯舞
群島の北方領土は含まれていません。なお、平和条約では放棄し
た地域が最終的にどこに帰属するかについては、何も決められて
いません。
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